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湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺開

発

斧
磨
地
先
旧
別
荘
開
発
地

秦
荘
東
小
の
駐
車
場

増
設
と
秦
荘
幼
稚
園
の

外
壁
塗
装
に
つ
い
て

湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
が
開
通

し
５
年
以
上
経
過
し
、
こ

の
間
交
通
量
は
一
日
平
均
４
５
０

０
台
と
予
想
の
２
倍
近
く
と
な

り
、
近
隣
工
場
の
流
通
経
済
活
動

や
観
光
面
に
も
重
要
な
役
割
を
担

う
Ｉ
Ｃ
と
な
っ
た
。
し
か
し
イ
ン

タ
ー
開
通
の
一
年
後
に
オ
ー
プ
ン

し
た
湖
東
三
山
館
だ
け
で
、
周
辺

開
発
は
皆
無
だ
。
私
は
６
年
後
の

滋
賀
国
体
も
見
据
え
、
ホ
テ
ル
誘

致
な
ど
大
き
な
夢
を
描
い
て
い

る
。

　

町
は
、
こ
の
地
域
を
町
の
東
玄

関
口
と
し
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
描
き
、
イ
ン
タ
ー
利
用
者
の

利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

も
発
展
す
る
共
生
の
地
域
開
発
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

木
々
や
下
草
が
茂
る
山
は

治
山
能
力
を
有
し
、
一
定

の
降
雨
が
あ
っ
て
も
災
害
が
起
き

な
い
自
然
力
を
有
し
て
い
る
が
、

当
該
地
は
土
質
的
に
礫
を
含
ま
な

い
土
で
、
危
険
そ
の
も
の
だ
。
夏

に
も
隣
接
の
土
地
改
良
施
設
へ
、

当
該
地
の
土
砂
が
崩
壊
し
流
れ
込

ん
だ
。ま
た
下
流
の
岩
倉
川
に
も
、

降
雨
の
度
に
こ
こ
が
原
因
と
み
ら

れ
る
濁
水
が
流
れ
て
い
る
。
業
者

へ
の
指
導
状
況
は
。

40
年
余
り
放
置
さ
れ
て
い

た
斧
磨
地
先
の
旧
別
荘
開

発
地
が
、
春
先
か
ら
伐
開
さ
れ
大

型
事
業
用
地
と
し
て
売
り
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
所
有
者
の
取
得
面

積
は
。

是
非
の
検
討
は
お
か
し

い
。
駐
車
場
増
設
は
必

要
と
の
認
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
。

９
月
の
運
動
会
で
は
、
慢

性
的
な
駐
車
場
不
足
に
よ

り
、
10
数
台
の
車
が
あ
ぶ
れ
、
西

側
の
町
道
路
肩
に
駐
車
す
る
事
態

と
な
っ
た
。
学
校
生
活
を
通
じ
て

社
会
的
な
ル
ー
ル
を
子
供
た
ち
に

教
え
て
い
る
学
校
現
場
で
、
保
護

者
が
そ
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
、

い
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
物
理

的
に
守
れ
な
い
状
況
は
何
と
か
解

消
す
べ
き
だ
。
町
内
小
中
学
校
で

は
、
秦
東
小
と
愛
知
川
東
小
を
除

き
、
駐
車
場
対
策
は
と
ら
れ
て
い

る
。
幸
い
玄
関
西
側
の
農
地
は
転

用
可
能
だ
。地
主
の
理
解
を
求
め
、

来
年
度
の
駐
車
場
増
設
を
強
く
求

め
る
。

　

都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
都
市
計
画
に
関
わ
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
展
開
し

て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に

来
年
度
取
り
組
み
、
町
民
の
声
や

町
政
へ
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
汲

み
取
り
検
討
す
る
。

　

他
校
の
駐
車
場
整
備
状
況
と
比

較
し
て
、
来
校
者
用
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
少
な
い
状
況
下
で
、
他
の

小
学
校
と
比
べ
集
落
が
点
在
し
て

お
り
、車
で
の
来
校
割
合
も
多
い
。

駐
車
場
整
備
は
そ
の
是
非
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
事
も
あ
る

が
、
学
校
が
安
心
し
て
学
べ
、
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

土
砂
の
搬
出
入
の
無
い
地
均
し

程
度
は
、
開
発
行
為
に
該
当
し
な

い
と
の
県
の
見
解
で
あ
る
。
造
成

地
に
沈
砂
池
も
設
置
さ
れ
、
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

11
万
３
４
５
１
㎡
で
あ
る
。（
全

体
面
積
の
約
７
割
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）

問

問

問 問

問

答

答答

答

答

村西　作雄 議員

町の東玄関口として、地域も
　発展する共生の開発を

Q

新たな都市計画マスタープランで検討するA

湖東三山ＳＩＣ周辺
　開発について

秦荘東小学校運動会での路上駐車

斧磨地先旧別荘開発地の現況

※
後
段
の
質
疑
は
、
紙
面
の
都
合

で
割
愛
し
ま
す
。
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獣
害
対
策
の
現
在
の
進
展

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

獣
害
対
策
の
意
識
向
上
に

向
け
た
集
落
単
位
の
研
修

会
等
の
実
施
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
県
農
産
普
及
課
等
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

　

湖
東
管
内
に
お
い
て
、
獣
害
対

策
集
落
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

し
、
猿
群
の
効
果
的
な
追
い
払
い

手
法
や
猿
侵
入
防
止
柵
の
取
り
組

み
な
ど
猿
の
被
害
対
策
を
中
心
と

し
た
研
修
会
に
愛
荘
町
か
ら
も
参

加
い
た
だ
き
、
各
集
落
に
お
い
て

獣
害
対
策
に
取
り
組
み
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

集
落
内
の
獣
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
10
月
に
新
た
に
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
用
の
捕
獲

檻
を
２
基
追
加
購
入
し
貸
し
出
し

の
機
会
を
増
や
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
区
長
・
農
業
組
合
長
か

ら
申
請
が
あ
れ
ば
、
花
火
の
配
布

も
引
き
続
き
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

湖
東
地
域
広
域
鳥
獣
害
防
止
対

策
検
討
会
議
で
は
、
獣
害
対
策
の

意
識
向
上
に
向
け
た
研
修
会
を
獣

（
産
業
建
設
部
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）

問

問

答

答

獣
害
対
策
に
つ
い
て

獣害対策の進捗状況と意識向上に
　向けた研修会の実施について

Q

獣害対策

前向きに検討していきたいA
澤田　源宏 議員

民家に出没する猿

害
発
生
集
落
の
代
表
者
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
が
３

回
、
先
進
地
研
修
会
が
１
回
実
施

さ
れ
、
愛
荘
町
か
ら
は
、
４
回
の

研
修
会
に
３
集
落
か
ら
10
名
の
参

加
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ま
た
、要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

集
落
単
位
で
の
獣
害
対
策
研
修
会

を
実
施
す
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て

い
る
が
、
今
年
度
は
要
望
が
な
い

こ
と
か
ら
積
極
的
な
呼
び
か
け
を

し
て
い
く
。

　

引
き
続
き
獣
害
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
被
害
防
止
に
繋

が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。


